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資料館だより第１１号  ２０１５年６月１日発行 

 

資料館だより 第１１号 
 

 

今年度もやってます！トピックス展・企画展 

☆平成２７年度春・夏季トピックス展 

城コレ２０１５ 
行ったら記念に買いたくなるお城みやげや、 

二度と手に入らない記念グッズなど、 

お城マニア垂涎のお宝コレクション！ 

会期 春季（東日本編）：開催中～平成 27 年 7 月 20 日（月） 

   夏季（西日本編）：平成 27 年 7 月 25 日（土）～10 月 18 日（日） 

 

≪今後の予定≫ 

☆秋季企画展『城の形
イメージ

２～再び、国吉城の姿を想像
イ メ ー ジ

しよう～』 

会期 平成 27 年 10 月 24 日（土）～12 月 27 日（日） 

☆冬季トピックス展 佐柿リアル！～国吉城址史跡調査速報展Ⅲ～ 

会期 平成 28 年 1 月 30 日（土）～4 月下旬 

※企画展、トピックス展の内容及び期間は、変更する場合もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発行・編集 若狭国吉城歴史資料館 

〒919-1132 福井県三方郡美浜町佐柿 25-2 

ＴＥＬ  ０７７０－３２－００５０ 

ＦＡＸ  ０７７０－３２－００５７ 

 

 

～新刊のご案内～ 

①佐柿国吉城ブックレット待望の新刊！ 

歴史の町・佐柿の章第２巻『佐柿の寺社と町家～見どころ編２』￥２５０－ 

 

②平成 26年度第６回国吉城歴史講座講演録（講師：中井均滋賀県立大学教授） 

『若狭の要・国吉城～国吉籠城戦とその後～』￥２５０－ 

絶賛発売中！お求めは、若狭国吉城歴史資料館まで… 
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～たくさんの皆さんが見学に見えています～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※午前 10時から開催します！たくさんのご参加をお待ちしています！ 

※集合・会場：若狭国吉城歴史資料館（…お問い合わせも資料館まで…） 

回 日 時 テーマ 内 容 備 考 

１ 6/28（日） 国吉城の石垣を考える 発掘調査をもとに座学  

２ 7/26（日） 夏休みワークショップ① 国吉城ペーパークラフト製作 8/9，8/23 も同様 

３ 8/９（日） 夏休みワークショップ② 国吉城ペーパークラフト完成 8/23、8/30 も同様 

４ 9/27（日） 大倉見城（若狭町）を歩こう 国吉城と同時代のお城 詳細は後日お知らせ 

５ 10/18（日） のろしでつなごう in国吉城 のろしあげと准藩士屋敷 期日は変更あり 

６ 11/29（日） 秋季企画展「城の形」 企画展の展示解説を中心に 夏のペーパークラフト展 

主な団体のお客様 

２０１５年 

２月  台湾石門中生、美浜中生 

（ホームステイ事業） 

３月  土曜歴史講座 

    福井市山の会 

５月  「国吉まつり」+大野学芸員講演 

    若狭リーダー会議（関西電力） 

    げんげんウォーク（美浜町上野区） 

    美浜中央小 3 年生 

２０１５年６月１日現在 

来館者数合計は 

２３，９７２名 
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 美浜町佐柿が、福井県より伝統的民家や蔵などで 

形成された集落、街並みの景観を保全する『伝統的 

民家群保存活用推進地区』に、認定されました！ 

 そして、翌月には当資料館の木造棟が『ふくいの 

伝統的民家』に認定をされました!! …万歳!! 

いただいた認定証と表札は、資料館エントランス 

に展示しています。 

 

 5月 9日(土)、地元佐柿区主催の『佐柿国吉城まつ 

り』が開催されました！ 

 町内外の約 40名が国吉城址から御嶽山登山を楽し 

み、資料館周辺では、ジャズバンドコンサートや国吉 

うどんの振る舞いが行われ、徳賞寺では精進料理に舌 

鼓を打ちました。 

 当資料館は、当日は無料開館日として開放し、折り 

紙七彩くらぶによる折り紙教室、大野学芸員による歴 

史講演「水戸天狗党事件と佐柿」があり、延べ 392名 

の来館者がありました。特に歴史講演は、近年刊行さ 

れた『水戸天狗党敦賀関係史料』(若狭路文化刊行会) 

の中の史料で、佐柿に小浜藩准藩士として収容された 

水戸浪士のうち、佐柿滞在中に亡くなった 3名の菩提 

所とするという内容を大野学芸員がみつけ、徳賞寺に 

確認したところ、過去帳にも同様の記載があることが 

判明し、福井新聞でも紹介されました(5/5朝刊)。この 

発見と合わせて、佐柿で約 1年生活した水戸浪士の生 

活を講演で紹介しましたが、会場の学習室に入りきれないほど、関心の高いお客様（合計

74名）がお集まりくださいました。 

 

 福岡県から、江戸時代に豊後国臼杵藩稲葉家の家老職を務めた、国吉城主粟屋勝久公の

ご子孫が来館されました！明治以降の子孫の行方を探していた大野学芸員は大感激！ 

多賀越中守のご子孫や、木村常陸介のご子孫と同じように、今後交流を図り、国吉城主

粟屋氏の歴史を紐解くきっかけになればと思います。 
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 ５月９日の佐柿国吉城まつりの中で折り紙

教室があり、季節にあわせて兜を教えてもら

いました。童心にかえって少し若返ったかも

しれません（笑）。 

 ５月中旬より城山の奥の地区で、小熊の目

撃情報がたびたびあって、来館のお客さまに

中山の付城に行きたいと言われて、クマ情報

をお伝えし、またの機会にと説明をしていま

す。みなさんどうぞご注意ください。（恵） 

（恵）

 

  

 平成 27年度が始まり、はや２ヶ月が終わります。年々、月日の流れが速く感じてくるのは

年齢のせいか…いやいや、現実に忙しい４月・５月でしたよ！ 

 資料館ニュースでもご紹介していますが、ここ美浜町佐柿の歴史のある町並みが、福井県

の『伝統的民家群保存活用推進地区』に認定されました。そして、このうち数軒は、約百数

十年前にある歴史の一端を目撃していました。 

 その歴史…今回、佐柿に残る水戸浪士に関わる准藩士屋敷に関連した歴史的事実（徳賞寺

に准藩士３名が埋葬されていた事、小浜藩による准藩士への手厚い施しなど）を掘り起こし

ました。新しい発見ではありません。150年前にあった出来事が、時の流れで忘れ去られてい

ただけで、その歴史の破片を見つけたに過ぎません。しかしながら、それまで敦賀で完結す

ることが多かった水戸天狗党の物語に、新たなエピローグを付け加えることにはなったでし

ょうし、つい 150年前に佐柿で起こった史実を広めることはできただろうと思います。 

 美浜町佐柿の歴史は、戦国の国吉城だけではありません。幕末に准藩士が闊歩した町であ

り、明治前半までは三方郡の中心地でした。今に残る歴史的景観を守りながら、埋もれた歴

史を掘り起こし、未来へ引き継ぐお手伝いを今後も出来ればと思っています。 

 とはいえ、私の本業？はお城！国吉城です！今年度も発掘調査が始まります！…が、今年

のメインは准藩士屋敷跡と関所跡でしたぁ～…やっぱり佐柿に始まり、佐柿に終わる１年に

なりそうです…（笑）。 

 それでも、お城絡みで１つ。現在開催中の春季（夏季も）トピックス展『城コレ２０１５』

では、全国各地のお城のお土産やグッズをご紹介していますが、全て（キーホルダー類の一

部は除く）私の個人収集品、つまりコレクションです！私物見せびらかして～…というわけ

ではありませんよ！ウン十年かけて集めたものですから、今は懐かしいグッズもあるし、つ

いこの間買ってきた今風のお土産もあります。ご覧いただいて、お土産の歴史の学習に、貴

方とご家族が楽しんだ旅の思い出語りのきっかけに、あるいは、地元業者さんにはオリジナ

ルグッズ開発や国吉城みやげ開発の参考に、何でも利用していただけたらと思います。…こ

こに出したおかげで、今現在、私のお部屋はとてもスッキリ広々しています（笑）。 

  


